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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおける移動装置のマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャ
スト・サービス（ＭＢＭＳ）受信を処理する方法であって、前記方法は、
　複数のコンポーネント・キャリアをイネーブルする段階と、
　前記移動装置がイネーブルされた第１のコンポーネント・キャリアでＭＢＭＳ単一周波
数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）アロケーションを受信したとき、前記ＭＢＳＦＮアロケー
ションを、イネーブルされた第１のコンポーネント・キャリアに適用し、イネーブルされ
た残りのコンポーネント・キャリアには適用しない段階とを有する、方法。
【請求項２】
　前記移動装置が無線リソース制御接続モードにあるとき、イネーブルされた第２のコン
ポーネント・キャリアのサブフレームがＭＢＭＳデータの受信に用いるＭＢＳＦＮサブフ
レームではないと判断する段階をさらに有し、
　前記サブフレームのサブフレーム時間はＭＢＳＦＮサブフレーム時間としてコンフィギ
ュレーションされたサブフレーム時間に対応する、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記イネーブルされた第２のコンポーネント・キャリアを介して非ＭＢＭＳデータを受
信する段階をさらに有する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記イネーブルされた第２のコンポーネント・キャリアは拡張キャリアである、請求項
３に記載の方法。
【請求項５】
　ＭＢＭＳ受信を処理する無線通信システムの通信装置であって、
　複数のコンポーネント・キャリアをイネーブルする手段と、
　前記移動装置がイネーブルされた第１のコンポーネント・キャリアでＭＢＳＦＮアロケ
ーションを受信したとき、前記ＭＢＳＦＮアロケーションを、イネーブルされた第１のコ
ンポーネント・キャリアに適用し、イネーブルされた残りのコンポーネント・キャリアに
は適用しない手段とを有する、通信装置。
【請求項６】
　前記移動装置が無線リソース制御接続モードにあるとき、イネーブルされた第２のコン
ポーネント・キャリアのサブフレームがＭＢＭＳデータの受信に用いるＭＢＳＦＮサブフ
レームではないと判断する手段をさらに有し、
　前記サブフレームのサブフレーム時間はＭＢＳＦＮサブフレーム時間としてコンフィギ
ュレーションされたサブフレーム時間に対応する、
請求項５に記載に通信装置。
【請求項７】
　前記イネーブルされた第２のコンポーネント・キャリアを介して非ＭＢＭＳデータを受
信する手段をさらに有する、請求項５に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記イネーブルされた第２のコンポーネント・キャリアは拡張キャリアである、請求項
７に記載の通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システム及び関連する通信装置において用いられる方法に関し、よ
り具体的には、無線通信システム及び関連する通信装置におけるマルチメディア・ブロー
ドキャスト・マルチキャスト・サービス受信の処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
［関連出願への相互参照］
　本出願は、２００９年９月２日に出願した米国仮出願第６１／２３９，０６７号（発明
の名称「無線通信システム及び関連する通信装置におけるＭＢＭＳ送受信の処理方法」）
の利益を主張するものであり、ここにその内容を援用する。
［背景技術］
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）により始められたロングターム・
エボルーション（ＬＴＥ）システムは、高いデータレート、小さいレイテンシ、パケット
最適化、及び向上したシステムキャパシティとカバレッジを提供する新しい無線インタフ
ェース及び無線ネットワークアーキテクチャとみなされている。ＬＴＥシステムでは、Ｅ
－ＵＴＲＡＮ（evolved　universal　terrestrial　radio　access　network）として知
られる無線アクセスネットワークは、複数のユーザ装置（ＵＥs）と通信する複数のｅＮ
Ｂ（evolved　Node-B）を含み、ＮＡＳ（Non　Access　Stratum）制御用のＭＭＥ（mobil
ity　management　entity）、サービス・ゲートウェイなどを含むコアネットワークと通
信する。ロングターム・エボルーション－アドバンス（ＬＴＥ－Ａ）システムは、その名
称が示すように、ＬＴＥシステムの進化形であり、キャリア・アグリゲーションとリレー
展開の機能を有している。キャリア・アグリゲーションは、２つ以上のコンポーネント・
キャリアを一体化（aggregate）するものであり、これによりＬＴＥ－ＡシステムのＵＥ
は、複数キャリアを介して同時にデータを送受信でき、この場合、ＬＴＥシステムのＵＥ
は、常に、データ送信に１つのキャリアのみを利用できる。
【０００３】
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　ＬＴＥ－Ａシステムのコンポーネント・キャリアには、３つのタイプがある：下位互換
性キャリア、非下位互換性キャリア、及び拡張キャリア。下位互換性キャリアはすべての
ＬＴＥリリース（例えば、リリース８、９、または１０（Ｒｅｌ－８／９／１０）のＵＥ
）のＵＥにアクセス可能なキャリアである。非下位互換性キャリアは、以前のＬＴＥリリ
ースのＵＥにはアクセス可能でないが、かかるキャリアを規定するリリースのＵＥにはア
クセス可能なキャリアである。拡張キャリアは、スタンドアロンでは動作せずに、そのセ
ット中の複数のキャリアのうち少なくとも１つがスタンドアロン動作可能なキャリアであ
るコンポーネント・キャリアセットの一部でなければならないキャリアである。
【０００４】
　E－ＵＴＲＡＮでは、マルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャスト・サービス
（ＭＢＭＳ）は、ＭＢＭＳ専用の周波数レイヤ（ＭＢＭＳ送信専用のセルのセット、すな
わち「ＭＢＭＳ専用セル」のセット）に、及び／または非ＭＢＭＳサービスと共用の周波
数レイヤ（ユニキャストとＭＢＭＳ送信の両方をサポートするセルのセット、すなわち、
「ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セル」のセット）に、設けられる。どちらの場合でも、Ｍ
ＢＭＳ送信のために単一周波数ネットワーク動作モードが可能であり、ＭＢＳＦＮとして
知られている。ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態またはＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態にあるＵＥ
について、ＭＢＭＳ受信が可能である。
【０００５】
　ＭＢＳＦＮ同期エリアは、エリアすべてのｅＮＢを同期して、ＭＢＳＦＮ送信を実行で
きるネットワークのエリアである。ＭＢＳＦＮ同期エリアは、１つ以上のＭＢＳＦＮエリ
アをサポートできる。ある周波数レイヤにおいて、ｅＮＢは１つのＭＢＳＦＮ同期エリア
にのみ属すことができる。
【０００６】
　ＭＢＳＦＮエリアは、ネットワークのＭＢＳＦＮ同期エリア内のセルのグループよりな
る。これらはＭＢＳＦＮ送信を実現するように調整されている。ＭＢＳＦＮエリア予約セ
ルを除いて、ＭＢＳＦＮエリア内のすべてのセルは、ＭＢＳＦＮ送信に貢献し、自分が利
用可能であることをアドバタイズする。ＭＢＳＦＮ同期エリア内のセルは、すべてのＭＢ
ＭＳサービスに対して唯一のＭＢＳＦＮエリアに属する。
【０００７】
　ＭＢＳＦＮ送信のために予約されたサブフレームアロケーションは、ＭＢＳＦＮ送信用
のサブフレーム数及び関連する無線フレーム期間及びオフセットのパラメータを含むシス
テム情報ブロック２（ＳＩＢ２）により転送できる。
【０００８】
　ｅＮＢは、（例えば、ＬＴＥシステムにおいて）単一コンポーネント・キャリアの場合
（または、例えば、ＬＴＥ－Ａ　ＵＥにおいて唯一のコンポーネント・キャリアがイネー
ブルされた場合）のみ、上記のやり方でＵＥに、ＭＢＳＦＮサブフレームを割り当て、Ｍ
ＢＳＦＮアロケーションをシグナリングできる。しかし、ＬＴＥ－Ａ　ＵＥは、同時に複
数のコンポーネント・キャリアをイネーブルでき、コンポーネント・キャリアは、異なる
タイプのコンポーネント・キャリア（例えば、下位タイプ、非下位タイプ、または拡張タ
イプ）としてイネーブルされ得る。そのため、次のシナリオとなる。イネーブルされたキ
ャリア・アグリゲーションを有するＵＥは、ＭＢＳＦＮアロケーションが拡張キャリアに
適用されたと考えるが、ネットワークは適用していない。この場合、サブフレーム時間が
拡張キャリアのＭＢＳＦＮサブフレーム時間に対応するサブフレームでは、ＵＥはダウン
リンクデータ（ユニキャストデータ）を受信しない。しかし、ネットワークは、そのサブ
フレームにおいてダウンリンクデータを送信しているので、データ損失が発生する。
【０００９】
　また、ＵＥがｍ個のコンポーネント・キャリアでデータを送受信でき、ＭＢＭＳ専用コ
ンポーネント・キャリアでＭＢＭＳサービスを受信するとき、ＵＥがどのようにデータア
クセスを実行し、進行中のＭＢＭＳサービス受信を処理するかは問題ではない。さらに、
ネットワークは、異なるＬＴＥシステム・バージョン（例えば、リリース８、９または１
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０ＵＥ（Ｒｅｌ－８／９／１０ＵＥ））のＵＥに同時にサービスすることができ、それゆ
え複数のＵＥのＵＥ管理は、ＭＢＭＳサービスのリソース（例えば、セル／コンポーネン
ト・キャリア／周波数レイヤ）展開時に、問題となる。または、Ｒｅｌ－８またはＲｅｌ
－９のＵＥは、セル選択または再選択のため、ＭＢＭＳ専用周波数のセルにキャンプオン
（camp　on）する。しかし、ＭＢＭＳ専用周波数のセルは、ＵＥがユニキャストデータ（
例えば、ボイスオーバＩＰ（Voice　over　Internet　Protocol（VoIP））コールに関す
るデータ）を送信または受信しないように、ユニキャストデータ送受信をサポートしない
。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】3GPP　TR　36.814　V0.4.1　Technical　Specification　Group　Radio
　Access　Network;　Further　Advancements　for　E-UTRA　Physical　Layer　Aspects
　(Release　9)
【非特許文献２】3GPP　TSG　RAN　WG1　Meeting　#57bis　R1-092575　"Summary　of　e
mail　discussion　on　carrier　aggregation　terminology"
【非特許文献３】3GPP　TS　36.300　V9.0.0　Evolved　Universal　Terrestrial　Radio
　Access　(E-UTRA)　and　Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network
　(E-UTRAN);　Overall　description
【非特許文献４】3GPP　TS　36.331　V8.6.0　Evolved　Universal　Terrestrial　Radio
　Access　(E-UTRA)　Radio　Resource　Control　(RRC)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　それゆえ、本開示は、マルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャスト・サービス
（ＭＢＭＳ）受信を処理する方法及び関連する通信装置を提供して、上記のデータ損失及
びリソースアロケーション不良を回避する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　無線通信システムにおける移動装置のマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャ
スト・サービス（ＭＢＭＳ）受信を処理する方法を開示する。前記方法は、複数のコンポ
ーネント・キャリアをイネーブルする段階と、前記移動装置が第１のイネーブルされたコ
ンポーネント・キャリアで前記ＭＢＳＦＮアロケーションを受信したとき、ＭＢＭＳ単一
周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）アロケーションを、第１のイネーブルされたコンポー
ネント・キャリアに適用し、残りのイネーブルされたコンポーネント・キャリアには適用
しない段階とを有する。
【００１３】
　無線通信システムにおいて移動装置のマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャ
スト・サービス（ＭＢＭＳ）受信を処理する方法を開示する。前記方法は、前記移動装置
がＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアでＭＢＭＳデータを受信したとき、第１のコン
ポーネント・キャリアでデータ交換を実行する段階であって、前記第１のコンポーネント
・キャリアは非ＭＢＭＳデータのデータ交換をサポートする段階を有する。
【００１４】
　無線通信システムにおいて移動装置のマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャ
スト・サービス（ＭＢＭＳ）受信を処理する方法を開示する。前記方法は、前記移動装置
が無線リソース制御アイドルモードにあるとき、データ受信用の少なくとも２つのコンポ
ーネント・キャリアをイネーブルする段階を有する。
【００１５】
　無線通信システムにおいて複数のコンポーネント・キャリアを介して移動装置と同時に
通信できるネットワークのための、マルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャスト
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・サービス（ＭＢＭＳ）受信を処理する方法を開示する。前記方法は、第２のタイプのコ
ンポーネント・キャリアにおいて、第１のタイプのコンポーネント・キャリアに関連する
コンフィギュレーション情報を送信する段階であって、前記第１のタイプの前記コンポー
ネント・キャリア及び前記第２のタイプの前記コンポーネント・キャリアは前記移動装置
に対応する段階を有する。
【００１６】
　無線通信システムの第１のシステム・バージョンの第１の移動装置及び前記無線通信シ
ステムの第２のシステム・バージョンの第２の移動装置と通信できるネットワークのため
の、マルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャスト・サービス（ＭＢＭＳ）受信を
処理する方法を開示する。前記方法は、コンポーネント・キャリアをＭＢＭＳ専用コンポ
ーネント・キャリアとして用いる段階であって、前記第１のシステム・バージョンの前記
第１の移動装置は前記コンポーネント・キャリアをサポートし、前記第２のシステム・バ
ージョンの前記第２の移動装置は前記コンポーネント・キャリアをサポートしない段階を
有する。
【００１７】
　ＭＢＭＳ受信を処理するための無線通信システムの通信装置を開示する。前記通信装置
は、複数のコンポーネント・キャリアをイネーブルする手段と、前記通信装置が前記ＭＢ
ＳＦＮアロケーションを前記第１のイネーブルされたコンポーネント・キャリアで受信し
たとき、ＭＢＳＦＮアロケーションを、第１のイネーブルされたコンポーネント・キャリ
アに適用し、残りのイネーブルされたコンポーネント・キャリアに適用しない手段とを有
する。
【００１８】
　ＭＢＭＳ受信を処理するための無線通信システムの通信装置を開示する。前記通信装置
は、第１のコンポーネント・キャリア及びＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアをイネ
ーブルする手段と、前記通信装置がＭＢＭＳデータを前記ＭＢＭＳ専用コンポーネント・
キャリアで受信したとき、前記第１のコンポーネント・キャリアでデータ交換を実行する
手段とを有し、前記第１のコンポーネント・キャリアは非ＭＢＭＳデータのデータ交換を
サポートする。
【００１９】
　ＭＢＭＳ受信を処理するための無線通信システムの通信装置を開示する。前記通信装置
は、無線リソース制御アイドルモードに入る手段と、前記通信装置が前記無線リソース制
御アイドルモードにあるとき、データ受信のために少なくとも２つのコンポーネント・キ
ャリアをイネーブルする手段とを有する。
【００２０】
　ＭＢＭＳ受信を処理するための無線通信システムの通信装置を開示する。前記通信装置
は、第１のタイプのコンポーネント・キャリア、及び第２のタイプのコンポーネント・キ
ャリアを移動装置にコンフィギュレーションする手段と、第１のタイプのコンポーネント
・キャリアに関連するコンフィギュレーション情報を、前記第２のタイプのコンポーネン
ト・キャリアで送信する手段とを有する。
【００２１】
　ＭＢＭＳ受信を処理するための無線通信システムの通信装置を開示する。前記通信装置
は、無線通信システムの第１のシステム・バージョンの第１の移動装置、及び前記無線通
信システムの第２のシステム・バージョンの第２の移動装置と通信する手段と、コンポー
ネント・キャリアをＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアとして用いる手段と、前記第
１のシステム・バージョンの前記第１の移動装置は前記コンポーネント・キャリアをサポ
ートし、前記第２のシステム・バージョンの前記第２の移動装置は前記コンポーネント・
キャリアをサポートしない。
【００２２】
　当業者には、添付した図面に示した好ましい実施例の詳細な説明を読めば、本開示の上
記その他の目的が明らかにあるであろう。
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【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】一例としての無線通信システムを示す図である。
【図２】一例としての通信装置を示す図である。
【図３】一例としてのプロセスを示すフローチャートである。
【図４】図３によるコンポーネント・キャリアアロケーションを示す図である。
【図５】一例としてのプロセスを示すフローチャートである。
【図６】一例としてのプロセスを示すフローチャートである。
【図７】図６によるセル再選択を示す図である。
【図８】図６によるセル再選択を示す図である。
【図９】図６によるセル再選択を示す図である。
【図１０】図６によるセル再選択を示す図である。
【図１１】一例としてのプロセスを示すフローチャートである。
【図１２】一例としてのプロセスを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１を参照して、各移動装置に対して複数キャリア（例えば、キャリア・アグリゲーシ
ョン）における同時送受信をサポートする一例としての無線通信システム１０（例えば、
ロングターム・エボルーション－アドバンス（ＬＴＥ－Ａ）システム）を示す図である。
本開示のコンセプトの説明の都合上、無線通信システム１０は単に移動装置１２とセルＣ
Ｅ１－ＣＥ４を含むものとして示した。キャリア・アグリゲーションの場合、移動装置１
２は、セルＣＥ１、ＣＥ２に対応するコンポーネント・キャリアＣＣＡ１、ＣＣＡ２をそ
れぞれイネーブルする。移動装置１２はユーザ装置（ＵＥ）とも呼び、携帯電話やポータ
ブルコンピュータシステムなどの装置である。セルＣＥ１、ＣＥ３はマルチメディア・ブ
ロードキャスト・マルチキャスト・サービス（ＭＢＭＳ）専用セルであり、ＭＢＭＳ単一
周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属し、セルＣＥ１、ＣＥ３は適時に同期され
ＭＢＭＳサービスを提供する。セルＣＥ４は他のＭＢＳＦＮエリアに属するＭＢＭＳ専用
セルである。したがって、コンポーネント・キャリアＣＣＡ１をＭＢＭＳ専用コンポーネ
ント・キャリアとみなし、コンポーネント・キャリアＣＣＡ２を非ＭＢＭＳ専用コンポー
ネント・キャリアとみなすことができる。ＭＢＭＳ専用セル／コンポーネント・キャリア
はＭＢＭＳサービス専用のセル／コンポーネント・キャリアのみを表し、一方、非ＭＢＭ
Ｓ専用コンポーネント・キャリアは非ＭＢＭＳデータ（例えば、ユニキャストデータ）、
またはＭＢＭＳデータと非ＭＢＭＳデータの両方を送信するコンポーネント・キャリアを
表す。移動装置１２は、セル選択／再選択のためのセルサーチを実行し、セルＣＥ３及び
／またはＣＥ４を見つける。ネットワーク（例えば、ＣＥ１－ＣＥ４）と移動装置１２は
、送信方向によって、送信機とも受信機ともみなせる。例えば、アップリンク（ＵＬ）の
場合、移動装置１２は送信機であり、ネットワークは受信機である。ダウンリンク（ＤＬ
）の場合、ネットワークは送信機であり、移動装置１２は受信機である。
【００２５】
　図２を参照するに、一例としての通信装置２０を示す図である。通信装置２０は、図１
の移動装置１２またはセルＣＥ１－ＣＥ４を制御するネットワークデバイスであり、マイ
クロプロセッサやＡＳＩＣ（特定用途集積回路）処理手段２００と記憶部２１０と通信イ
ンタフェース部２２０とを含む。記憶部２１０は処理手段２００がアクセスするプログラ
ムコード２１４を格納できる任意のデータ記憶デバイスである。記憶部２１０の例には、
加入者識別モジュール（ＳＩＭ）、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメ
モリ（ＲＡＭ）、CD－ROM、磁気テープ、ハードディスク、及び光学データ記憶デバイス
が含まれるが、これらに限定されない。通信インタフェース部２２０は、好ましくは無線
送受信器であり、処理手段２００の処理結果に応じて他の通信装置と適宜、無線信号を交
換する。プログラムコード２１４は、複数のコンポーネント・キャリア（例えば、キャリ
ア・アグリゲーションイネーブリング、コンポーネント・キャリアアクティベーション／
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デ・アクティベーション、最大コンポーネント・キャリア数管理など）を管理する無線リ
ソース制御と物理レイヤコンフィギュレーションを含む。このように、処理手段２００は
、通信インタフェース部２２０を制御して、プログラムコード２１４の処理結果に応じて
、一定の周波数帯域と時間において、シグナリング／データを受信する。
【００２６】
　図３を参照して、無線通信システム（例えば、図１の移動装置１２）において、最大ｍ
個（ｍ＞１）のコンポーネント・キャリアでデータを同時に受信できる移動装置のＭＢＭ
Ｓ送受信を処理する、一例としてのプロセス３０を示すフローチャートである。プロセス
３０はプログラムコード２１４にコンパイルされ、次のステップを含む：
ステップ３００：開始。
ステップ３０２：アクセス可能コンポーネント・キャリアの複数のコンポーネント・キャ
リアをイネーブル。
ステップ３０４：移動装置がイネーブルされたコンポーネント・キャリアでＭＢＳＦＮア
ロケーションを受信したとき、ＭＢＳＦＮアロケーションを、イネーブルされたコンポー
ネント・キャリアの一つに適用し、残りのイネーブルされたコンポーネント・キャリアに
は適用しない。
ステップ３０６：終了。
【００２７】
　プロセス３０では、ＵＥがアクセス（例えば、データを送信または受信する）するよう
にネットワークがコンフィギュレーションしたコンポーネント・キャリア以上を、ＵＥが
イネーブルする。移動装置がイネーブルされたコンポーネント・キャリアでＭＢＳＦＮア
ロケーションを受信すると、移動装置はＭＢＳＦＮアロケーションをそのコンポーネント
・キャリアのみに適用する。すなわち、移動装置は、ＭＢＳＦＮアロケーションを適用し
たコンポーネント・キャリアを介して、ＭＢＭＳサービスの受信を開始する。移動装置が
対応するＭＢＳＦＮアロケーションを受信しなければ、残りのイネーブルされたコンポー
ネント・キャリアはＭＢＭＳデータ受信には用いられない。また、移動装置は、サブフレ
ームのサブフレーム時間がＭＢＳＦＮサブフレーム時間としてコンフィギュレーションさ
れたサブフレーム時間に対応する無線リソース制御接続（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）
モードにあるとき、残りのイネーブルされたコンポーネント・キャリアの一つ（以下、第
２のイネーブルされたコンポーネント・キャリアと呼ぶ）のサブフレームがＭＢＳＦＮサ
ブフレームでないと判断する。移動装置は、非ＭＢＭＳデータ（例えば、ユニキャストデ
ータ）を、拡張キャリアであってもよい第２のイネーブルされたコンポーネント・キャリ
アを介して受信する。ＭＢＳＦＮアロケーションは、ＭＢＳＦＮ送信用サブフレーム数と
、関連する無線フレーム期間及びオフセットのパラメータを含むシステム情報ブロック２
（ＳＩＢ２）により転送される。移動装置の物理レイヤコンフィギュレーションには、最
大８つのＭＢＳＦＮアロケーションを含む。ＭＢＭＳデータのＭＢＳＦＮアロケーション
は、さらに、他のシステム情報ブロックにより送信されてもよい。
【００２８】
　図４に示した例を参照する。移動装置コンポーネント・キャリアＣＣ１でＭＢＳＦＮア
ロケーションコンフィギュレーションを受信するが、他のコンポーネント・キャリアＣＣ
２ではＭＢＳＦＮアロケーションコンフィギュレーションを受信しない。移動装置のコン
ポーネント・キャリアの各無線フレームは、８つのサブフレームを含む。ＭＢＳＦＮアロ
ケーションコンフィギュレーションがサブフレーム数｛１，５｝を示すとき、移動装置は
、コンポーネント・キャリアＣＣ１上の１つ以上の無線サブフレームのサブフレーム｛１
，５｝を、ＭＢＳＦＮサブフレームと判断する。移動装置は、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥ
Ｄモードにあるとき、コンポーネント・キャリアＣＣ２上のサブフレーム｛１，５｝はＭ
ＢＳＦＮサブフレームではないと判断する。コンポーネント・キャリアＣＣ２は拡張キャ
リアであってもよい。
【００２９】
　プロセス３０では、ネットワークがデータをサブフレームで送信するとき、移動装置は
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、サブフレーム時間が拡張キャリア中のＭＢＳＦＮサブフレーム時間に対応するサブフレ
ーム中のダウンリンクデータ（例えば、ユニキャストデータ）を受信できる。そのため、
データ損失は発生しない。
【００３０】
　図５を参照する。図５は、無線通信システム（例えば、図１の移動装置１２）において
、最大ｍ（ｍ＞１）個のコンポーネント・キャリア上のデータを同時に受信できる移動装
置のためのＭＢＭＳ送受信を処理するために設けられた一例としてのプロセス５０を示す
フローチャートである。プロセス５０はプログラムコード２１４にコンパイルされ、次の
ステップを含む：
ステップ５００：開始。
ステップ５０２：非ＭＢＭＳデータのデータ交換をサポートするコンポーネント・キャリ
アを決定または設定。
ステップ５０４：移動装置がＭＢＭＳデータをＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアで
受信したとき、コンポーネント・キャリアにおいてデータ交換を実行。
ステップ５０６：終了。
【００３１】
　プロセス５０では、移動装置は、ネットワークコンフィギュレーションに従って、コン
ポーネント・キャリアにおいて、コンポーネント・キャリアが非ＭＢＭＳデータ交換（例
えば、ユニキャストデータ交換）をサポートする、または非ＭＢＭＳデータ交換をイネー
ブルする設定をすると判断／発見する。この場合、移動装置は、ＭＢＭＳ専用コンポーネ
ント・キャリアにおいてＭＢＭＳデータを受信するとき、コンポーネント・キャリアにお
いて非ＭＢＭＳデータ交換を実行できる。ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアは、Ｍ
ＢＭＳ送信用のＭＢＭＳ専用セル（例えば、ＭＢＭＳサービスのために行うのではないユ
ニキャスト送信でもブロードキャスト送信でもないＭＢＭＳ送信だけのためのセル）によ
り用いられるコンポーネント・キャリアである。コンポーネント・キャリアは一つのセル
に属する、一方ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアは他のセルまたはＭＢＳＦＮエリ
アに属する。言い換えると、移動装置は同時に、ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリア
でＭＢＭＳデータを受信し、非ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアで非ＭＢＭＳデー
タを受信する。ＭＢＭＳデータ受信も非ＭＢＭＳデータ転送も、ＭＢＭＳ／非ＭＢＭＳデ
ータ転送の確立によって中断されない。
【００３２】
　また、移動装置は、コンポーネント・キャリアでセルサーチ／選択をして、セルサーチ
／選択の間、ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアにおけるＭＢＭＳデータの受信を停
止または中断しない。プロセス５０では、移動装置は、ＭＢＭＳデータの受信を停止また
はインターラプトせずに、非ＭＢＭＳデータを送信または受信できる。
【００３３】
　図６を参照するに、一例としてのプロセス６０のフローチャートを示す。プロセス６０
は、無線通信システム（例えば、図１の移動装置１２）において最大ｍ（ｍ＞１）のコン
ポーネント・キャリアでデータを同時受信できる移動装置のＭＢＭＳ送受信を処理するた
めに設けられている。プロセス６０はプログラムコード２１４にコンパイルされ、次のス
テップを含む：
ステップ６００：開始
ステップ６０２：無線リソース制御アイドル（ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ）モードに入る
ステップ６０４：データ受信用に少なくとも２つのコンポーネント・キャリアをイネーブ
ル
ステップ６０６：終了
　プロセス６０では、移動装置は、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥモードにあるとき、非ＭＢＭＳデー
タ／ＭＢＭＳデータ受信の少なくとも２つのコンポーネント・キャリアをイネーブルする
。移動装置は、１つのアンテナを用いてコンポーネント・キャリアの信号を受信するだけ
でもよい。イネーブルされるコンポーネント・キャリアは異なるセルに属するものでもよ



(9) JP 5437509 B2 2014.3.12

10

20

30

40

50

い。例えば、移動装置は、同時に、非ＭＢＭＳデータ送受信を提供する第１のコンポーネ
ント・キャリアを介してセルにキャンプオンし、ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリア
を介してＭＢＭＳデータを受信する。言い換えると、移動装置は、システム情報を保持し
つつ、それとは別にコンポーネント・キャリアが異なるセルにおけるセル選択または再選
択を管理することができる。そのため、移動装置は、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥモードにおいて、
２つ以上のコンポーネント・キャリアを用いることができる。
【００３４】
　さらに、移動装置は、時分割多重（ＴＤＤ）で動作しているとき、第１のコンポーネン
ト・キャリアでデータ（例えば、ユニキャストデータ）を送信し、周波数分割多重（ＦＤ
Ｄ）で動作しているとき、第１のコンポーネント・キャリアに関連するアップリンク・コ
ンポーネント・キャリアでデータを送信する。
【００３５】
　また、移動装置は、セル再選択のために、非ＭＢＭＳコンポーネント・キャリアを測定
する。移動装置は、移動装置のサービス中のセルが提供するよりも、非ＭＢＭＳサービス
において、そのセルがよりよい信号品質を提供することを発見すると、移動装置は、ＭＢ
ＭＳ専用コンポーネント・キャリアのどの進行中のＭＢＭＳデータ受信も停止せずに、セ
ルを再選択する。図７に示した例では、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥモードにある移動装置７０は、
非ＭＢＭＳデータ送受信のためにコンポーネント・キャリアＣＣ１でセルＣＥ５にキャン
プオンし、ＭＢＳＦＮエリアでは、ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアＣＣ２でＭＢ
ＭＳデータを受信する。セルＣＥ５は、移動装置７０のサービス中のセルである。移動装
置７０は、コンポーネント・キャリアＣＣ１でセルＣＥ６を測定し、信号強度及びオフセ
ットの計算であり、３ＧＰＰ仕様書：３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３０４「ＩＤＬＥモードに
おけるユーザ装置（ＵＥ）手順」により行われるセル再選択基準に基づき、セルＣＥ６が
セルＣＥ５よりもよりよい通信環境を提供すると発見する。この場合、図８に示したよう
に、移動装置７０は、コンポーネント・キャリアＣＣ１でセルＣＥ６を再選択し、中断無
くＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアＣＣ２でＭＢＭＳデータを受信し続ける。
【００３６】
　図９に示した他の例では、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥモードにある移動装置９０は、非ＭＢＭＳ
データ送受信のために、コンポーネント・キャリアＣＣ１でセルＣＥ７にキャンプオンし
、ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアＣＣ２でＭＢＳＦＮエリアＭＡ１のサービス中
のＭＢＭＳ専用セルからＭＢＭＳデータを受信する。移動装置９０は、ＭＢＭＳ専用セル
再選択のために、ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアＣＣ２を測定する。移動装置９
０は、ＭＢＳＦＮエリアＭＡ２の新しいＭＢＭＳ専用セルが、サービス中のＭＢＭＳ専用
セルよりよいと発見すると、図１０に示したように、ＭＢＭＳ専用セルを再選択する。好
ましくは、選択されたＭＢＭＳ専用セルは、サービス中のＭＢＭＳ専用セルとは異なるＭ
ＢＳＦＮエリアに属する。
【００３７】
　図１１を参照する。これは、無線通信システムにおけるネットワークのためのＭＢＭＳ
送受信処理のための、一例としてのプロセス１１００のフローチャートである。プロセス
１１００は、プログラムコード２１４にコンパイルされ、次のステップを含む：
ステップ１１０２：開始。
ステップ１１０４：第１のタイプのコンポーネント・キャリア（以下、第１のタイプコン
ポーネント・キャリア）、及び第２のタイプのコンポーネント・キャリア（以下、第２の
タイプコンポーネント・キャリア）をイネーブルするように移動装置をコンフィギュレー
ションする。
ステップ１１０６：第１のタイプコンポーネント・キャリアに関連するコンフィギュレー
ション情報を、第２のタイプコンポーネント・キャリアで送信。
ステップ１１０８：終了。
【００３８】
　プロセス１１００では、ネットワーク（例えば、セル、ｅＮＢ、基地局、またはE－Ｕ
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ＴＲＡＮ）は、キャリア・アグリゲーションのために、第１のタイプコンポーネント・キ
ャリア及び第２のタイプコンポーネント・キャリアをイネーブルするように移動装置をコ
ンフィギュレーションする。言い換えると、移動装置は、同時に、第１のタイプ及び第２
のタイプのコンポーネント・キャリアで、ネットワークと通信できる。この後、ネットワ
ークは第１のタイプコンポーネント・キャリアに関連するコンフィギュレーション情報を
第２のタイプコンポーネント・キャリアで送信する。それゆえ、本実施例では、一タイプ
のコンポーネント・キャリアに関連するコンフィギュレーション情報を、他のタイプのコ
ンポーネント・キャリアで送信することができ、その結果コンフィギュレーションアロケ
ーションフレキシビリティが改善する。
【００３９】
　例えば、ネットワークは、非ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアまたは他のＭＢＭ
Ｓ専用コンポーネント・キャリアでＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアに関連するコ
ンフィギュレーション情報を送信する。コンフィギュレーション情報は、ＲＲＣメッセー
ジを介して移動装置に送信される。したがって、移動装置は、コンフィギュレーション情
報によって、非ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアでＲＲＣメッセージを受信し、Ｍ
ＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアでＭＢＭＳデータを受信する。ＲＲＣメッセージは
、ブロードキャストＲＲＣメッセージ、またはその移動装置専用のＲＲＣメッセージであ
る。コンフィギュレーション情報は、移動装置自機の無線周波数（ＲＦ）受信機をコンフ
ィギュレーション情報が示す周波数にして、ＭＢＭＳサービスを受信できるようにコンフ
ィギュレーションするためのＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアの周波数情報を含む
。コンフィギュレーション情報は、ＭＢＳＦＮアロケーション、ＭＢＭＳ制御チャンネル
（ＭＣＣＨ）情報、ＭＢＭＳトラフィックチャンネル（ＭＴＣＨ）情報、または動的スケ
ジューリング情報をさらに含んでいてもよい。
【００４０】
　上記からわかるように、コンフィギュレーションするＭＢＭＳ専用コンポーネント・キ
ャリアは、非ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアまたは他のＭＢＭＳ専用コンポーネ
ント・キャリアに関連する。ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアは、他のＭＢＭＳ専
用コンポーネント・キャリアに関連するとき、拡張キャリアであってもよい。
【００４１】
　他の例では、ネットワークは、ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアで、ＲＲＣメッ
セージを介して、非ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアに関連するコンフィギュレー
ション情報を送信できる。したがって、移動装置は、ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャ
リアでＲＲＣメッセージを受信し、非ＭＢＭＳデータを送信する必要がある場合、非ＭＢ
ＭＳ専用コンポーネント・キャリアで非ＭＢＭＳデータ（例えば、ユニキャストデータ）
を送信する。ＲＲＣメッセージは、ブロードキャストＲＲＣメッセージまたはその移動装
置専用のＲＲＣメッセージである。コンフィギュレーション情報は、非ＭＢＭＳ専用コン
ポーネント・キャリアの周波数情報を含み、そのため移動装置は、自機のＲＦ送信機また
は自機の受信機を非ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアの周波数にして、非ＭＢＭＳ
データを送受信できる。移動装置は、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥモードにあるとき、ランダムアク
セス手順を実行して非ＭＢＭＳデータを送信する。
【００４２】
　図１２を参照する。これは、２つのタイプのシステム・バージョン移動装置との通信を
サポートするネットワークに対してＭＢＭＳ送受信を処理するために設けられた、一例と
してのプロセス１２００のフローチャートである。このタイプのシステム・バージョンの
移動装置は、完全にまたは部分的に異なるコンポーネント・キャリア周波数帯域を用いる
。プロセス１２００は、プログラムコード２１４にコンパイルされ、次のステップを含む
：
ステップ１２０２：開始。
ステップ１２０４：コンポーネント・キャリアをＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリア
として用いる。一システム・バージョンの移動装置はコンポーネント・キャリアをサポー
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トし、他のシステム・バージョンの移動装置はコンポーネント・キャリアをサポートしな
い。
ステップ１２０６：終了。
【００４３】
　プロセス１２００では、ネットワーク（例えば、セル、ｅＮＢ、基地局またはE－ＵＴ
ＲＡＮ）は、上記のコンポーネント・キャリアをＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリア
として用いる。このように、他のシステム・バージョンがコンポーネント・キャリアをサ
ポートしない移動装置は、キャンプオン（camp　on）するコンポーネント・キャリアのデ
ータ送信のみを提供するセルを選択しない。
【００４４】
　例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムを考える。リリース８ＵＥまたはリリース９ＵＥ
（ＬＴＥ　ＵＥ）はレガシーＵＥと考えられる。セルが、ＭＢＭＳ専用コンポーネント・
キャリアにおいてＭＢＭＳデータ転送を提供するためだけに展開され、リリース８／９Ｕ
Ｅにより選択されるとき、リリース８／９ＵＥが非ＭＢＭＳデータにアクセスすることは
可能ではない。プロセス１２００により、ネットワークは、リリース８／９ＵＥがＭＢＭ
Ｓ専用コンポーネント・キャリアとしてサポートしないコンポーネント・キャリアを使用
する。そのため、セルがＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアにおいてＭＢＭＳデータ
転送を提供するためだけに展開されているとき、このセルは、セル選択／再選択のときに
、リリース１０ＵＥ（互換ＵＥ）により選択されるだけであり、リリース８／９ＵＥによ
っては選択されない。それゆえ、リリース８／９ＵＥは、そのセルにはスタック（stuck
）されず、非ＭＢＭＳデータへのアクセスをサポートするセルを見つけることができる。
【００４５】
　留意すべき点として、提案したステップを含む上記のプロセスステップは、ハードウェ
ア、ハードウェア装置とそのハードウェア装置上に読み取り専用ソフトウェアとして保存
されたコンピュータ命令とデータの組み合わせとして知られるファームウェア、または電
子システムなどの手段により実現できる。ハードウェアの例には、マイクロ回路、マイク
ロチップ、またはシリコンチップとして知られたアナログ、デジタル、及び混合回路を含
む。電子システムの例には、システムオンチップ（ＳＯＣ）、システムインパッケージ（
Ｓｉｐ）、コンピュータオンモジュール（ＣＯＭ）、及び通信装置２０が含まれる。
【００４６】
　結論として、上記の実施例は、データ損失を回避するために複数キャリア（キャリア・
アグリゲーション）をイネーブルしたとき、移動装置（ＵＥ）がＭＢＳＦＮアロケーショ
ンを適用する方法を提供する。また、上記の実施例は、ＭＢＭＳ及びユニキャスト送信が
両方ともアクティブ化されているとき、移動装置（ＵＥ）がＭＢＭＳ／ユニキャスト送信
を行う方法を提供する。さらに、上記実施例は、システム・バージョンが異なる移動装置
が複数同時に存在することを考慮して、ネットワークがＭＢＭＳサービスリソースを割り
当てる方法を提供する。
【００４７】
　当業者には言うまでもなく、本発明の教示を保持しつつ上記の装置や方法にいろいろな
修正・変更をすることができる。したがって、上記の開示は、添付した特許請求の範囲に
よってのみ限定されると解釈すべきである。
　なお、上記実施形態について以下の付記を記す。
（付記１）　無線通信システムにおける移動装置のマルチメディア・ブロードキャスト・
マルチキャスト・サービス（ＭＢＭＳ）送受信を処理する方法であって、前記方法は、
　複数のコンポーネント・キャリアをイネーブルする段階と、
　前記移動装置が第１のイネーブルされたコンポーネント・キャリアで前記ＭＢＳＦＮア
ロケーションを受信したとき、ＭＢＭＳ単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）アロケー
ションを、第１のイネーブルされたコンポーネント・キャリアに適用し、残りのイネーブ
ルされたコンポーネント・キャリアには適用しない段階とを有する、方法。
（付記２）　前記サブフレームのサブフレーム時間がＭＢＳＦＮサブフレーム時間として
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コンフィギュレーションされたサブフレーム時間に対応する無線リソース制御接続モード
に前記移動装置があるとき、第２のイネーブルされたコンポーネント・キャリアのサブフ
レームがＭＢＭＳデータの受信に用いるＭＢＳＦＮサブフレームではないと判断する段階
、または
　前記第２のイネーブルされたコンポーネント・キャリアを介して非ＭＢＭＳデータを受
信する段階をさらに有する、
付記１に記載の方法。
（付記３）　前記第２のイネーブルされたコンポーネント・キャリアは拡張キャリアであ
る、付記２に記載の方法。
（付記４）　無線通信システムにおいて移動装置のマルチメディア・ブロードキャスト・
マルチキャスト・サービス（ＭＢＭＳ）送受信を処理する方法であって、前記方法は、
　前記移動装置がＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアでＭＢＭＳデータを受信したと
き、第１のコンポーネント・キャリアでデータ交換を実行する段階を有し、前記第１のコ
ンポーネント・キャリアは非ＭＢＭＳデータのデータ交換をサポートする、方法。
（付記５）　前記第１のコンポーネント・キャリアまたは第３のコンポーネント・キャリ
アでセルサーチまたはセル選択を実行する段階、または
　前記セルサーチまたは前記セル選択の間、前記ＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリア
における前記ＭＢＭＳデータを停止または中断しない段階をさらに有する、
付記４に記載の方法。
（付記６）　無線通信システムにおいて移動装置のマルチメディア・ブロードキャスト・
マルチキャスト・サービス（ＭＢＭＳ）送受信を処理する方法であって、前記方法は、
　前記移動装置が無線リソース制御アイドルモードにあるとき、データ受信用の少なくと
も２つのコンポーネント・キャリアをイネーブルする段階を有する、方法。
（付記７）　前記第１のコンポーネント・キャリアが非ＭＢＭＳデータ交換を提供し、前
記第２のコンポーネント・キャリアがＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアであるとき
、同時に、前記少なくとも２つのコンポーネント・キャリアの第１のコンポーネント・キ
ャリアを介してセルにキャンプオンし、前記少なくとも２つのコンポーネント・キャリア
の第２のコンポーネント・キャリアを介してＭＢＭＳデータを受信する段階、または
　前記移動装置が時分割多重（ＴＤＤ）で動作しているとき、前記少なくとも２つのコン
ポーネント・キャリアの前記第１のコンポーネント・キャリアで非ＭＢＭＳデータを送信
する段階、または
　前記移動装置が周波数分割多重（ＦＤＤ）で動作しているとき、前記第１のコンポーネ
ント・キャリアに関連するアップリンク・コンポーネント・キャリアにおいて、前記非Ｍ
ＢＭＳデータを送信する段階をさらに有する、付記６に記載の方法。
（付記８）　セル再選択のため、前記少なくとも２つのコンポーネント・キャリアの第１
のコンポーネント・キャリアを測定する段階であって、前記第１のコンポーネント・キャ
リアはＭＢＭＳ専用コンポーネントではない段階、または
　セル再選択基準により、前記移動装置のサービス中のセルよりも前記セルの方がよいと
前記移動装置が発見したとき、前記少なくとも２つのコンポーネント・キャリアのＭＢＭ
Ｓ専用コンポーネント・キャリアの進行中のＭＢＭＳデータ受信を停止することなく非Ｍ
ＢＭＳデータ交換をサポートするセルを再選択する段階、または
　前記ＭＢＭＳ専用セルが、ＭＢＭＳサービスにおいて、前記移動装置のサービス中のＭ
ＢＭＳ専用セルが提供する信号品質よりよい信号品質を提供することを前記移動装置が発
見したとき、ＭＢＭＳ専用セルを再選択する段階であって、前記再選択されたＭＢＭＳ専
用セル及び前記サービス中のＭＢＭＳ専用セルは第１のＭＢＭＳ単一周波数ネットワーク
（ＭＢＳＦＮ）エリア及び第２のＭＢＳＦＮエリアにそれぞれ属する段階、をさらに有す
る
付記６に記載の方法。
（付記９）　１つのアンテナを用いて前記少なくとも２つのコンポーネント・キャリアを
操作する段階をさらに有する、
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（付記１０）　無線通信システムにおいて複数のコンポーネント・キャリアを介して移動
装置と同時に通信できるネットワークのための、マルチメディア・ブロードキャスト・マ
ルチキャスト・サービス（ＭＢＭＳ）送受信を処理する方法であって、前記方法は、
　第２のタイプのコンポーネント・キャリアにおいて、第１のタイプのコンポーネント・
キャリアに関連するコンフィギュレーション情報を送信する段階であって、前記第１のタ
イプの前記コンポーネント・キャリア及び前記第２のタイプの前記コンポーネント・キャ
リアは前記移動装置に対応する段階を有する、方法。
（付記１１）　前記第１のタイプの前記コンポーネント・キャリアは、第１のＭＢＭＳ専
用タイプのコンポーネント・キャリアであり、前記第２のタイプの前記コンポーネント・
キャリアは、ＭＢＭＳデータ受信専用ではないコンポーネント・キャリア、または第２の
ＭＢＭＳ専用タイプのコンポーネント・キャリアであり、または
　前記第２のタイプの前記コンポーネント・キャリアが前記第２のＭＢＭＳ専用タイプコ
ンポーネント・キャリアであるとき、前記第２のタイプの前記コンポーネント・キャリア
は拡張キャリアである、
付記１０に記載の方法。
（付記１２）　前記第１のタイプの前記コンポーネント・キャリアはＭＢＭＳデータ受信
専用ではないコンポーネント・キャリアであり、前記第２のタイプの前記コンポーネント
・キャリアはＭＢＭＳ専用タイプコンポーネント・キャリアである、
付記１０に記載の方法。
（付記１３）　前記第２のタイプの前記コンポーネント・キャリアで前記第１のタイプの
前記コンポーネント・キャリアと関連する前記コンフィギュレーション情報を送信する段
階は、無線リソース制御メッセージを介して、前記第２のタイプの前記コンポーネント・
キャリアで前記コンフィギュレーション情報を送信する段階を有する、付記１０に記載の
方法。
（付記１４）　無線通信システムの第１のシステム・バージョンの第１の移動装置及び前
記無線通信システムの第２のシステム・バージョンの第２の移動装置と通信できるネット
ワークのための、マルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャスト・サービス（ＭＢ
ＭＳ）送受信を処理する方法であって、前記方法は、
　コンポーネント・キャリアをＭＢＭＳ専用コンポーネント・キャリアとして用いる段階
であって、前記第１のシステム・バージョンの前記第１の移動装置は前記コンポーネント
・キャリアをサポートし、前記第２のシステム・バージョンの前記第２の移動装置は前記
コンポーネント・キャリアをサポートしない段階を有する方法。
【符号の説明】
【００４８】
１０　無線通信システム
１２　移動装置
２０　通信装置
２００　処理手段
２１０　メモリ部
２１４　プログラムコード
２２０　通信インタフェース部
７０、９０　移動装置
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